
  寺社を巡る会   

                  活 動 記 録 書 

開 催 日： 

        平成２９年１１月２４日（金）           

開催テーマ：                

特別バス探訪『多摩地区の寺社巡り』 

開催場所： 

  多摩地区（調布、日野、府中、八王子）                  

記 入 者： 

吉田 寿紀 

参加人数：  寺社を巡る会会員       男  ２７名  女  ６名   計 ３３名 

ビジター会員      男     ３名  女  ８名   計 １１名 

合  計                           ４４名 

実施内容（実施の項目、方法、効果・成果、宿題 など）： 

コース： 金沢文庫→湾岸、中央高速→高幡不動尊 金剛寺（拝観）→ 深大寺（昼食）・（拝観） 

   →大國魂神社（拝観）→武蔵野御陵（参拝）→ 圏央道、東名高速→ 金沢文庫（解散） 

金沢文庫の集合場所では飲み物・つまみをどっさり積み込み予定時間通りぴったりに出発。湾岸

高速の磯子付近からは富士山の７合目まで真っ白に雪をかぶった姿が眺められる。物知りバスガイ

ドさんの説明を聞き色んな勉強しながらやがて日野市にある最初の高幡不動に到着。真言宗智山派

の別格本山で正式名称は高幡山明王院金剛寺と称し本尊は不動明王である。関東三大不動の一つに

挙げられ高幡不動尊として親しまれている。ここでは事前に“わ”の会会員の宮原さんの紹介で特

別に案内を依頼していて、僧侶の方に大日堂と奥殿を丁寧に案内して頂いた。 

奥殿に安置されている丈六の不動明王は両童子を脇侍として圧倒的な迫力を感じさせる。昔、不

動堂が立っていたという塔山には紅葉が見ごろを迎えていた。 

次に深大寺に移動し、まずは名物の深大寺そば定食で腹ごしらえをする。深大寺は天台宗の別格

本山で正式名称は浮岳山昌楽院深大寺と号し本尊は阿弥陀如来三尊像。寺名の由来は仏法を求めて

インドを旅した玄奘三蔵を守護したとされる「深沙
じんじゃ

大王
だいおう

」から名付けられた深沙大王寺が縮って深

大寺になったとされる。釈迦堂には今年 3 月に国宝に指定された東日本最古の白鳳仏である釈迦如

来像が特別拝観中であった。この像はこの時期の傑作である奈良県新薬師寺薬師如来立像（香薬師）、

法隆寺観音菩薩立像（夢違観音）と共に「白鳳三仏」と称されている。今回はこのうちの香薬師像、

やはり白鳳期の兵庫県鶴林寺の聖観音像の三像が一度に拝観できた。この時代独特の柔和な表情に

心を和ませて頂いた。 

次に府中市の中心地にある大國魂神社に参拝した。ここは武蔵国の総社で、一宮から六宮までを

合わせてお祀りしており、ご祭神は大国魂大神で出雲大社のご祭神の大国主神と同神とされる。 

最後は武蔵野御陵に移動。ここは八王子市にある皇室の墓地で、武蔵陵墓地が正式名称。この御

陵には大正天皇、貞明皇后、昭和天皇、香淳皇后の４陵が造営されている。杉並木に囲まれ美しい

玉砂利を踏みながら秋の夕日に照らされる紅葉を見ながら各陵を参拝した。昭和天皇が愛されたと

いうメタセコイヤ３本が大きく育っていて黄色の葉を輝かせていた。 

ここを後に沢山の観光客が見られる高尾山のそばを通って高速道路で一路金沢文庫に向けて帰路

についた。 

参加者の状況・意見など： 

今回の寺社は比較的近場であるが来たことがない人も多く、また紅葉・黄葉の木々が美しく喜ん

でいただいた人が多かったように感じた。 

昼食の深大寺そば定食が美味しかったと好評だった。 

次回の予定：  

12月 2日（金）10時 北鎌倉駅西口集合   明月院、長寿寺、海蔵寺、英勝寺 

 

 


